
平成２５年度決算報告書 

 (1) 貸借対照表について  

  資産の部 

当事業年度末での資産合計は、前期比９２億７６，１５３千円増の１４７億７８，３６９

千円となりました。この主な要因は、基本財産・投資有価証券であるミネベア株式の時価評

価額が前期比７４億２０，７４５千円の評価増となったこと、及び特定資産の公益目的事業

維持資産の評価増９億２４，０２６千円と管理事業維持資産の評価増９億２４，０２６千円

によるものです。 

   流動資産は、前期比２２７千円増加し３０，３３３千円となりました。その主な理由は、

有価証券の評価増によるものです。 

固定資産は、前期比９２億７５，９２５千円増加しました。その主な理由は、基本財産・

特定資産の評価増によるものです。  

 

負債の部 

当事業年度末での負債合計は、役員退職慰労引当金等の積み増しにより９，７７０千円と

なりました。 

 

正味財産の部 

指定正味財産は、受贈有価証券ミネベア株式の期末評価益７４億２０，７４５千円により

１１３億３４，８４８千円となりました。 

一般正味財産は、前期比１８億４８，１９０千円増加し、３３億４０，７６３千円となり

ました。 その主な理由は、当期より特定資産の公益目的事業維持資産及び管理事業維持資産

の年度末での評価益を計上したことによるものです。 

 

   その結果、正味財産合計は、前期比９２億７４，３６６千円増加して１４７億６８，５９

９千円となりました。 

 

(2) 正味財産増減計算書 及び(3)正味財産増減計算書内訳表について  

   正味財産増減計算書は、内訳表において公益目的事業会計と法人会計に分けて作成し、経 

常費用についてはその結果をそれぞれ事業費と管理費として計上しました。 

 事業費における研究助成費以外の費目は、前年対比の関係から公益事業管理費として纏め 

て計上しました。 

 公益目的事業会計における評価損益調整前当期経常増減額は、マイナス１，０４５，０８ 

５円となり公益認定法第１４条の規定「収支相償」を満足しております。 

  

 一般正味財産増減の部 

経常収益は、前期比５，０７６千円減少し、１億１７ ，０４７千円となりました。その主

な理由は、基本財産受取配当金振替額が４，３０６千円減少し、特定資産運用益が６，９２

８千円増加したこと、及び流動資産有価証券運用益が７，９４０千円減少したことによりま

す。 

経常費用は、事業費は前期比３，７６７千円減少し、管理費は前期比３２７千円増加、当

期経常費用としましては、前期比３，４３９千円の減少となりました。 

特定資産評価損益等は、評価益を１８億４８，０５２千円計上しました。 

経常外費用の発生は、ありません。 
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その結果、一般正味財産当期末残高は、前期比１８億４８，１９０千円増加し、３３億４

０，７６３千円となりました。 

 

指定正味財産増減の部 

年度末での受贈有価証券ミネベア株式の基本財産評価益７４億２０，７４５千円を計上し、

指定正味財産当期末残高は１１４億２７，８３５千円となりました。 

その結果、正味財産当期末残高は、１４７億６８，５９９千円となりました。 

 

(4) 財産目録 

   公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律施行規則第２５条に基づき、財産目 

録により公益目的保有財産を区分して表示する場合には、ひな形に従い、貸借対照表科目、 

資産の種類、場所・数量、使用目的等を記載しました。 

 

(5) 附属明細書 

   基本財産及び特定資産の明細について、財務諸表に対する注記に記載しているため省略 

  しました。 

 

(6) 財務諸表に対する注記 

   公益法人会計基準の運用指針に従い、基本財産及び特定資産の増減額及びその残高、基 

  本財産及び特定資産の財源等の内訳、固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残 

高、指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳について記載しました。  
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